
広島大学　学部・附属学校共同研現機構研究紀要
く第32号　2004. 3>

社会認識教育における学習評価システムの開発研究(Ⅳ)
-論述式問題作成における論述視点の限定-

棚橋　健治　　池野　範男　　鵜木　　毅　　大江　和彦

土肥大次郎　　森　　才三　　山名　敏弘　　和田　文雄
(研究協力者)面崎　敬子　　田中寿美子　　二階堂年恵　　松本　佳子

I　問題の所在

本継続研究は、社会認識教育における学習評価のあ

り方を、具体的な評価基準および評価方法の開発を通

して考察するものである。その一環として本稿では、

大学人試問題の分析を通して、社会認識教育の学習評

価における論述式問題の具体的な作成方法を考察す

る。

これまでの研究により、論述式問題の妥当性、信頼

性ならびに採点の客観性の向上のためには、出顧者の

意図を解答者に明確に伝え声、すなわち解答者が用い

るべき知識を限定する根拠を与えることが不可欠であ

ること、そしてそのため.には論述式問題を構成する

「問題文」 「リード文・資料」 「指定語句」 「文字数」な

どの要素の役割が重要になることを明らかにした。そ

して、まず、いかに論述対象を明確にするかについて

の考察を行ったo l'

本稿では、論述対象の明確化に続いて出題者に課せ

られる課題である論述視点の限定について考察する。

私たちが認識対象となる社会的事象をとらえる場合、

その事象すべてを丸ごと全部とらえているのではな

いO　サーチライトにたとえられる分析的な疑問を投げ

かけて、それによって照らし出された部分をとらえて

いるだけであり、その意味で、能動的、選択的である。

論述式問題においては、このサーチライトになるのが

論述の視点である。出題者は、これを限定することに

より、論述対象について成立しうる多様で喝大な知識
の中から、論述に使用すべき知識を示唆することにな

る。このように論述視点を限定することによって、間

題の妥当性、信頼性は、論述対象を明確化するだけの

問題よりも向上することになる。

本稿では、何をどう提示すれば、出題者の要求を解

答者に明示することになるのか、問穎文・リード文、

資料、指定語句などを利用して論述視点の限定を図っ

ている問題を分析し、この課題に対する解答を探る。

Ⅱ　問題文、リード文による論述視点の限定

問題文ならびにリード文は、資料や指定語句と異な

り、出題者が自分の言葉で解答者に対してメッセージ

を発するものである。したがって、事象に対してさま

ざまな視点や立場からの論述が可能で、それらのうち

のひとつの視点や立場からの立論ができるか否かを判

定しようとする問題において、どの視点や立場に立っ

て論じることを求めているのか、を解答者に伝えるこ

とにおいて有効に働く。指定語句や資料などといった

他の限定条件に対して、問題文やリード文の顕著な役

割はそこにある。

次に示す問題は、リード文を読んで、 4つの間に答

えるものになっている。間1から問4に向かって、次

第に高次の社会認識を必要とする構造となっており、

最後の間4において「職場における女性保護と男女平

等の調和ないし両立」について、解答者に価値的判断

を求める形になっている。しかし、その価値判断自体

はあらかじめ出題者によって方向付けられたものにな

っている。その方向付けを行っているのが、リード文

と問題文である。

<問題>
次の文章を読んで、下の問いに答えなさい。

日本国憲法第14条は、法の下の平等(平等権)を定め、人種.信条・性別・社会的身分または門地(家柄)による差別を禁じ
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ている。それにもかかわらず、現在においても、差別は様々な局面で存在しているo職場における女性の地位の問題は、

解消されない差別の一つといえよう。この間題は、近年、国際的にも関心が高まっており・ 1979年には条約が国連総会で
採択され、日本でも、 85年には法律が制定され同条約が批准されたo Lかし、この分野における差別は根掛、ものがあ
り、差別の解消はほど違いという感を否めない.,差別の解消には、固定的な性別役割分業感を見直し、育児休業制度など

の制度を整備していくことが必要であろう。

間1日本国憲法は、平等に関して、第14条のはかにどのような定めをおいているか。答えなさい　(75字以内)

≡;蓋蓋窯警蔓三笠芸蓋:tr≡曇蓋曇≡志孟芸告?孟豊き禦誓雷ts. it温票差警告黒芸33毒霊;

この間題は、リード文と4つの設問からなっている。

リード文は次の3つの内容からなる。

①憲法の規定とそれに対する出題者の現状認識:

「日本国憲法第14条は、法の下の平等(平等権)

を定め、人種・信条・性別・社会的身分または門

地(家柄)による差別を禁じている。それにもか

かわらず、現在においても、差別は様々な局面で

存在している。職場における女性の地位の問題は、

解消されない差別の一つといえよう。」

②問題点の克服に向けての国際的・国内的取り組み

とそれに対する出題者の現状認識: 「この間題は、

近年、国際的にも関心が高まっており、 1979年に

は条約が国連総会で採択され、日本でも、 85年に

は法律が制定され、同条約が批准された。しかし、

この分野における差別は根掛、ものがあり、差別

の解消はほど遠いという感を否めない。」

③問題解決のひとつの方向性: 「差別の解消には、

固定的な性別役割分業感を見直し、育児休業制度

などの制度を整備していくことが必要であろう。」

間1は①に、間2と間3は②に、問4は③に関わる

出題となっている。間1と間2は、日本国憲法の規定

の内容、条約ならびに法律の名称を問うもので、解答

者の視点や立場には関係なしに解答が得られる性格の

ものである。間3は、女性が働く上で存在している差

別の具体的事実を問うている。女性が受けている処遇

の事実を述べるが、それが事実であるとして、それを

「差別」と捉えるかどうか、すなわち「女性差別」の

定義において解答者の視点や立場が関係することにな

る。しかし、間3も事実認識のレベルで解消できる対

立にとどまっている。それに対して、間4は、 「職場に

おける女性保護」と「男女平等」という、場合によっ

ては対立・矛盾する価値観の「調和ないし両立」につ

いての解答者の意見を求めるものとなっており、解答

者の視点や立場が解答に直接表れるものとなってい

る。

解答者の価値観の表明を求める問題では、解答者の

中で価値の序列付けが必要となる。したがって、何の

限定もなく、価値的判断を求める問題では、解答者の

2)

価値の序列付け自体を、すなわち解答者の生き方の善

し悪しを判定しなければならない。しかし、他人の生

き方を客観的に評価することは非常に困難である。本

間題の間4は、 「あなたの意見を述べなさい」となっ

ており、解答者に価値判断を求めるような形になって

いる。しかし実際は、価値判断の内容を判定しようと

するものにはなっておらず、出題者の示す方向を理解

できるか否か、そして示されたその方向で論理的矛盾

や事実認識の過誤なく価値判断ができるか否かを判定

するものになっている。したがって、この間鰻におい

ては、そのような出題者の示す方向を、問題の中で解

答者に明示することになる。

出題者が意図する価値判断の方向性は、 4つの限定

条件を付けることによって解答者に明示されている。

第1の限定条件は、リード文の内容であるOリード文

には③の部分で「差別の解消には、固定的な性別役割

分業感を見直し、育児休業制度などの制度を整備して

いくことが必要であろう」と示されている。この文章

から、解答者は出題者が発する3つのメッセージを読

みとるO　すなわち、 (1)差別は解消するべきである、

(2)その方法として固定的な性別役割分業感を見直す

こと、 (3)育児休業制度などの制度を整備していくこ

とがある、ということである。これにより、解答者が

求められる「あなたの意見」は、 「認識の変革と制度

的保障によって男女平等を促進する」という視点から

構成することが求められているということが示され

る。

第2の限定条件は、リード文の論旨と間1一間3の

流れである。先述の通り、リード文は3つの内容で構

成されているが、その論旨は次のようにまとめられよ

う。 「日本国憲法では平等権が保障されているにもか

かわらず、現状では差別が存在する。差別解消に向け

ての国際的・国内的関心は高まっているが、差別は根

強い。平等権の保障のために男女平等を促進するべき

だ。」このようなリード文の論旨と、間1一間3は完

全に一致しているO間1では日本国憲法における平等

権の具体的な規定を問うことにより、リード文で示し

た「憲法では平等権が保障されている」ということを
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確認させている。間2では、差別解消に向けて国連で

採択された条約名とそれを受けて日本で制定された法

律名を問うことにより、リード文で示した「差別解消

に向けての国際的・国内的関心は高まっている」こと

を確認させている。間3では、現在のわが国において

存在する女性が働くうえでの差別の具体的内容を問う

ことにより、リード文で示した「差別は根強い」とい

うことを確認させている。解答者は間1-問3に答え

ることを通して、リ-ド文の論旨を明確に把握するこ

とになる。

表1　間から引き出される知誰とリード文との対応関係

間 間に対する解答 リー ド文の要旨

1 憲法における平等 に関す る規定 貴族制度の否認、家族制度における両性 の平等、教育を受 日本国憲法では平等権が保障されている

の内容 ける権利の平等、議員及び選挙人資格の平等

2 職場 における女性の地位の問題 女子差別撤廃条約、男女雇用機会均等法 差別解消に向けての国際的 .国内的関心

に関する条約名 と法律名 は高まっている

3 女性が働 く上で存在す る差別の 女性は結婚や妊娠を機会に退職 を迫 られることが多い0 差別は根強い

内容 既婚女性が働 けるよ うな公的な支援が乏 しく、働 き続 けに

くい環境 にある。

女性の貸金は男性よりも低 くなる傾 向があるO

第3の限定条件は、間3の問い方である。問3は、

現在のわが国において、女性が働くうえで存在してい

る差別の具体的内容や実態を説明させるものである。

解答者はこの問いに答えるためには、職場における女

性差別の存在を認めなければならず、問4で求められ

る「あなたの意見」において、 「女性差別は存在しな

い」あるいは「女性差別は解消された」といった立場

で論じることはできないようになっている。以上の3

つの限定条件に従い、解答者の既有の知識を用いて

「あなたの意見」を構成すると、たとえば次のような

解答が可能となろう。

く 3 つ の限 定条 件 で得 られ る解 答例 >

憲法 の 平等 権保 障 に照 らせば 、男 女 は平 等 であ り、職場 に おけ る女 性差 別 は許 され ない0 男 女の 賃金 格差 を解 消 す る とと も

二、男 女 雇用機 会均 等法 の有 効 な運 用 に よ り、職場 で の さま ざまな男 女格 差 の解消 が求 め られ る0 その た桝 二は 、性 別 にかか

わ らず 休 業 で きる育 児休 業制 度 を幅 広 く活 用す る な ど、制 度の 整備 とその 活 用 が必要 で あ る0 さらに固 定的 な性 別役 割 分業 観

を見直 す とい う、私 た ち 自身 の 意識 を変革 す る こと も必要 で ある (198字 )

しかし、本間題では第4の限定条件により、これと

は異なった解答が求められる。第4の限定条件は、問

4の問題文で新たに付け加えられた「女性保護」とい

う視点である。リード文ならびに問1-3の問題文で

は、女性保護について直接言及しているところはない。

間4において、男女差別と両立・調和させるものとし

て女性保護ということが提示されることにより、女性

保護が本来の理念とは別に結果的に男女差別を解消し

きれない要因となっていることに言及することが求め

られることになるO

もしも間4だけが示され、第1-3の限定条件がな

ければ、男女を性別に全く関わらずに全く同じ扱いに

するということと、女性を保護するということとのど

ちらを優先するかという価値対立になり、解答も全く

異なったものが緩数想定できる。しかし、この問題に

おいては、第1-3の限定条件によって、根強い男女

差別を解消する方向で間4に答えることが求められて

いることが解答者に示され、、解答者は論述視点が限

定されることになる。したがって、 3つの限定条件に

第4の限定条件を加えて、解答者の既有の知識を用い

て「あなたの意見」を構成すると、たとえば次のよう

な解答が可能となろう。

< 4 つの限 定 条件 で得 られ る解 答例 >

労働 基 準 法に よ って規 定 され て い る女 子 の深 夜労 働 の票止 は、 女性 保譜 の た めの もの で ある O、しか し、 この規 定 故 に女性 の

働 く機 会 が制 限 され てい るとい う考 え方 もで きる0 憲 法の 平等 権 に照 らせ ば 、職場 にお け る さま ざまな男 女格 差 の解 消 が求 め

られ るO 男 女 の機 会 を均 等 にす る ため には 、産 前産 後 休暇 の よ うな真 に女 性 の保 護 とな る よ うな合理 性の高 い規 定 のみ とす る

べ きで あ ろ うO 同時 に私 た ち自身 の意 識改 革 も不 可欠 で ある (195字 )

皿　資料による論述視点の限定　　　　　　　　　　　　　解答に必要な既有の知識を資料によって構造化し方

向付けているのが、次の問題例であるO
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<問題>
(資料)

「彼(ゴルバチョフ-引用者)の考えの中には、一国主義という発想が、これまでのソ連の指導者にくらべてはるかに
薄くなっているという気がします。それは私の言い方でいえば、 『東西対立の終わりの始まり』という認識にもつながりますO
もちろんソ連には、はじめから『世界革命』という思想がありましたo Lかしそれはボルシェビキ革命の普遍化としてのグロ
ーバリズムであるのに対し、ゴルバチョフの発想は、ソ連を世界の一員として相対化するという意味でのグローバリズムですo

もともと、米ソ対立ないし東西対立というのは二つの普遍主義という意味の『二つの世刑の対立であり、その波及効果と
して、二つのドイツがあり、二つの朝鮮があり、いろいろなところににつ』があった。この二つは二つの普遍主義の所産で
ぁったのに対し、今日のソ連には、多元主義的な世界像と社会傍が定着しつつあるoですから・米ソの体制の差異は残ると思
いますが、体制の差異が対立になるかといえば、そうではないoたとえばイギリスやスカンジナビア諸国と米国を比べれば、
福祉国家のあり方、経済の社会化の様式など相当の差異がありますoだからといってそれが理由で対立しているわけではないo
体制のバリエーションはいろいろな国にあるので、そのことが対立の要因には必ずしもならないのです。

また従来の歴史ですと、対立しあう国やブロックが和解し始めたときは、たいてい第三の敵があって、それに対抗する必要
上、合従連衡で組み替えが行われることが少なくなかった。ところが、いま共通の敵があるとすれば、それは、特定のBlとか
ブロックとかではなくて、地球的問題だという認識がはっきりしてきた。その意味では、やや単純化した言い方をしますと、

共通の地球間題が切実になってきたことの結果、同盟ブロックを組み替えて新たな戦争への道を歩むといった古典的な国際政
治の時代は、少なくとも北半球については終わるのではないか。その意味で地球規模の戦争は防ぎうる不戦の時代が創られ始
めたo不幸にして第三世界にはまだ戦争・内戦・強権支配が残るとしても、地球大の戦争については不戦の時代が創造され始
めたといっていいOこれは歴史的な大変化で、それが、ゴルバチョフのグローバリズムにも反映されていると思われますoJ

,Lh典:頼本義和『新版　軍縮の政治学』、岩波書店、 1988年、 194-196頁。

(資料)の引用文は、現在のソ連指導部の「世界像」についての坂本義和氏の解説である。彼は、ソ連指導部の「世界像」の
最近の変化を根拠にして、現在を「東西対立の終わりの始まり」と特徴づけているo第二次世界大戦以後現在まで東西関係は
どのように推移してきたのであろうかo上記の引用文を参考にして「冷戦体制」、 「緊張緩和(デタント)への動き」の双方に
言及しながらこれについて500字以内で論述しなさい

この間題は、第二次世界大戦以後現在までの東西関

係の推移を論述させるものである。東西関係の推移自

体は、生起した個別的事実を具体的に挙げ、それらを

時間軸に沿って羅列することによってでも書ける。し

かし、それらの事実をどのような視点で捉えるかによ

って、それらの事実に与える意味も異なってくる。

この間題は、坂本義和氏の所論を示し、それを枠組

みとして東西関係の推移を論述させるものとなってい

る。解答者は、まず、資料として提示されている坂本

氏の東西関係のとらえ方を把握し、その枠組みで事実

を選択し、論を構成することが求められる。資料から

読みとるべき東西関係を捉える枠組みは、次の二点に

集約できよう。

・東西対立はふたつの普通主義の対立であったが、

3)

今日のソ連は多元主義的になっている。

・東西にとって共通の新たな敵は、切実になってき

た地球的問題である。

この枠組みに個別的知識を位置づけることにより、

「冷戦体制」の構築を「ふたつの普通主義の対立」で、

「緊張緩和(デタント)への動き」を「多元主義化す

るソ連の変化」と「環境問題や破滅的な核兵器の脅威

といった地球的問題に対する共通の認識」で論ずるこ

とを求めている。この問題では、資料は出題者が求め

る知識の構造化の方向を明確に示している。解答者は

自己の世界像に関わりなく、この枠組みで論ずること

が求められており、この間題では資料がそのような解

答の限定機能を果たしている。

< 解 答 例 >

「冷 戦 」 と は 国 家 同 士 が 直 接 戦 火 を 交 え な い戦 争 で あ り、 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 、 ア メ リ カ を 中心 と す る資 本 主 義 陣 営 (西 ) と ソ連

を 中 心 とす る社 会 主 義 陣 営 (莱 ) と の 東 西 対 立 で あ る0 ソ連 の 共 産 主 義 圏 拡 大 に 対 して ア メ リ カ が そ の 封 じ込 め を図 る トル ー マ ン .

ドク ト リン を 発 表 した こ と に よ っ て 始 ま っ た 0 ヨ ー ロ ッパ 掛 斉復 興 の た め の マ ー シ ャ ル 1. プ ラ ン と そ れ に 対 抗 す る コ ミン フ ォル ム 、

ヨー ロ ッパ に お け る防 衛 体 制 の た め の 北 大 西 洋 条 約 機 構 とそ れ に 対 抗 す る ワ ル シ ャ ワ条 約 機 構 な どで 対 崎 した 0 両 陣 営 と もP、政 治
的 . 掛 斉的 優 位 性 を競 っ て 、 自陣 営 の 拡 大 に しの ぎ を削 っ た 0 米 ソ の 直 接 の 戦 争 は な か つ た が 、朝 鮮 戦 争 、 ベ トナ ム戦 争 、 カ ンポ ジ

ア 内 戦 な ど陣 営 の 境 界 に お い て 戦 火 を 交 え る こ と が あ っ た O

ソ連 の フ ル シ チ ョフ が 平 和 共 存 政 策 を 発表 した が 、1 96 2 年 の キ ュ ー バ 危 機 で は 核 戦 争 が現 実 の 危機 と な っ た 0 それ を 契 機 と して 部

分 的 核 実 験 停止 条 約 が結 ば れ 、緊 張 緩 和 へ と 歩 み 糾 し た O ソ連 ゴル バ チ ョフ書 記 長 の 一 連 の 改 革 を 契 機 と して 、 東 ドイ ツ を は じめ と

す る 東 欧 諸 国 が次 々 と崩 壊 し 、剰 則陣 営 は 崩 壊 した 19 89 年 、 マ ル タ会 談 が 行 わ れ 米 ソ.首 脳 に よ っ て 冷 戦 の 終 結 が宣 言 され た 。

Ⅳ　指定語句による論述視点の限定

出題者は出題の意図を明示するためにどのような指

定語句を与えればよいのか。それを考察するために、

指定語句を与えられた解答者はどのような過程で解答

を構成するのかを考察しておこう。次に示す問題は、

別稿で】,分析対象としたものである。そこで明らかに

したように、この間題では、問題文で指示された論述

すべき「時代」 「地域」 「視点」がリード文によって具

体化され、論述内容が限定されている。そして、使用

するべき語句8語を提示することによって、さらに出

題意図を明確化している。 8つの指定語句が与えられ

ることが、解答者の解答過程にどのような影響を与え

るのであろうか。
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く問題>

1453年、オスマン帝国のメフメト2世は、コンスタンティノープルを陥れてビザンツ帝国を滅ぼし、その結果、地中海世界
は東西二つの文明の対立するところとなった。西アジア世界と東ヨーロッパおよび西ヨーロッパ世矧ま、ローマ帝国の成立以
後、地中海を舞台にして互いに長い交流と対立の歴史を重ねてきたO　この間に新しい宗教や文明が起こり、これらの世界の間
で人と物の文化の交流が活発に行われたO

では、ローマ帝国の成立からビザンツ帝国の滅亡に至るまで、地中海とその間辺の地域では、どのような文明が起こり、ま
た異なる文明の間でどのような交流と対立が生じたのか、下に示した語句を一度は用いて、解答欄(イ)に20行以内で記せO
なお、使用した語句に必ず下線を付せ。

ヘレニズム　　　　　聖像禁止令　　　　　カール戴冠　　　　　ムスリム商人　　　　　十字軍
ギリシア語　　　　　アラビア語　　　　　イスラム科学

この間題の解答に関わる知識を構造化したものが図

1である。この間題は、紀元前1世紀から15世紀まで

の地中海世界における文明の興亡、交流そして対立に

関する知識を問うものである。該当する文明は、 ①ロ

ーマ文明、 ②ゲルマン民族侵入後の諸国、フランク王

国などロ-マ教会を中心とした諸国家の西ヨーロッパ

文明、 ③ギリシア正教を国教とするビザンツ帝国の東

4)

ヨーロッパ文明、 ④ウマイヤ朝、アッパース朝、セル

ジューク朝、オスマン帝国などイスラム教諸国家のイ

スラム文明となり、これらの文明について述べるとと

もに、それらの交流と対立を説明することになる。そ

こで、解答者は、まず、これら4つの文明について既

有の知識を構造化してみることになる。

<ローマ文明>

a】.ローマ帝国に
よって地中海世
界が統一され、'
様々な文化が各
地に広がった。

b1.帝政ローマ帝国の成立によって、
-レニズム時代は終わった。

b2.ローマ帝国によって地中海性界が
IB宴mm

b3.ローマはギリシア文化の影響を大
きく受けていたが、実用的な独自の文
化も生み出した。

b4,ローマが地中海世界を単-の政治
組織としたことによって、キリスト教
が拡大した。
b5.ローマ帝国の滅亡によって地中海
世界は分裂した。

i

cl.-レニズム時代は、アレクサンドロス大王の東方遠征からプ
トレマイオス朝の滅亡までをいう.
C2.プトレマイオス朝は紀元前30年に、オタダビアヌスによっ
て倒された。
C3.オクタビアヌスはアウグストクスの称号を与えられ、事実上
の帝政を始めた.

1二三.:∴〕・・(V!1
・-IV㌍..H'--¥圭V.,"'"ォ

C6.ローマはギリシアの文化の模倣者であった。
C7.ローマ文化は-レニズム文化を継承した。
C8.ラテン語とローマ文字が帝国西部に広がった。
C9.各地にローマ文化と都市生活が導入された。
clO.ローマ人はローマ法という文化的遺産を残した。
ell.ローマ人は実用面に優れ、土木、建築に優れていた。
C12.キリスト教はローマ帝国支配下で多くの信者を獲得した。
c13.コンスタンテイヌス帝はキリスト教を公認したQ
c!4.テオドシウス帝はキリスト教を国教としたo
c15.ゲルマン民族の南下により、ローマ帝国は混乱した。
C16,テオドシウス帝の死後、 395年、ローマ帝国は東西に分裂
した。
c17.西ローマ帝国は476年に滅亡した.

<西ヨーロッパ文明>

a2.西ヨーロッパ
は、東ヨ-ロツ
パから独立し、
十字軍などによ
る各地域との交
流によって、独
自の文化を確立
した。

b6,カール戴冠によって、酉ローマ皇
帝位が復活し、東西ローマ皇帝権が並
立し独自の文明を確立した。

b7.東西教会は分離し、ローマ教会は
西ヨーロッパで大きな勢力を獲得し
m

b8」一字軍によって人間の交流が促さ
れ、経済が活発化し、ビザンツやイス
ラムの字間文化が流入した。

i

i

i

cl8西ローマ帝国滅亡後、諸部族国家が分立した.
C19フランク王国が強大となり、カール大帝の時代に最盛期を
過-¥..I.-
c20.カール大帝は教皇と対立していたロンバルト王国を滅ぼし、
アヴァ-ル人を退け.イタリア北部、ドイツ、フランスを支配
下においたo
c21.カール大帝は、教皇レオ3世からローマ皇帝の冠を授けら
蝣aa

c22.聖像禁止令に反対し.ビザンツ皇帝と対立した。
c23.ローマ教皇はフランク王国との結びつきを強めた。
c24.ローマ教皇とコンスタンティノープル教会は分裂し、勢力
争いが続いたo
c25.ローマ教皇は次第に勢力を拡大したo
c26.皇帝や王と教皇との対立が続いた。
C27.教皇権はインノケンティウス3世の時に絶頂に達した。
C28,教皇は国家間の紛争にも介入した.
c29.11位紀にイスラム勢力が小アジアの要地を占領した。
c30.領土を脅かされたビザンツ帝国は援軍を求めた。
c31.教皇ウルバヌス2世の提唱により、聖地回復のための十字
軍遠征が決定した。
c32.第4回十字軍は、コンスタンティノープルを陥落させ、ラ
テン帝国を建国したo
c33.十字軍の失敗によって教皇の権威は揺らぎ、騎士は投落し、
逆に各国の王権は伸張した。
c34」一字軍遠征の補給と輸送にあたったイタリア諸都市は繁栄

。9イタリア諸都市による地中海貿易」=よit.ィタリアの諸都佃、地中海貿易で繁栄したC
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圏が成立した。

blO.中世西欧文化は、様々な文化の影
響によって成立した。

Lc36.地中海貿易は、香辛料などを地中海東部から輸入し、アウ
グスプルグなどの南ドイツ産の銀、北イタリア内陸都市の高級
毛織物や奴隷などを輸出する老体品貿易で繁栄した。
c37.13世紀にスコラ哲学の体系が成立した。
c38.スコラ哲学はアリストテレス哲学の基礎の上に立っていたo
c39,アリストテレス哲学は、十字軍以後の文化交流の中で、ビ
ザンツやイスラム圏から伝えられたo
c40.ラテン矧ま中世の普遍的学術語となったU

<東ヨーロッパ文明>

a3.ビザンツ帝国

は古典文化を引
き継ぎ、独自の
東欧世界を形成
mm

bll.ビザンツ帝国は先進文明圏として

b12,聖像禁止令によって、東西教会は

分裂した。

b13.ビザンツ帝国は、たびたびの侵入
に悩まされ、形式だけの帝国となって
いた。

b14ゼザンツ文明は、ギリシア語とギ

リシア正教を中心としたものでったo

C41東のローマ(ビザンツ)皇帝が、ローマ皇帝の唯-の継承
者として権威を保っていた。
C42.ユステイニアヌス帝が旧ローマ帝国領を回復したo
c43.8世紀初め、イスラム教の影響を受けて、聖画像破顔論が
台頭した。
c44.皇帝レオン3世は、 726年、聖像禁止令を出した。
c45.西欧キリスト教では、ゲルマン人教化の手段として、聖画
像を重視していたので、ローマ教皇は聖像禁止令に反対した。
c46.東ローマ帝国とコンスタンティノ-プル総主教を頂点とす
る体制ができた。
7イスラム勢力にたびたび侵入された.
8.13世紀初めに、第4回十字軍によってコンスタンティノ~
ルが占額され、一時頒土を追われた。
9.1453年オスマン帝国によって滅ぼされた。

c50.ビザンツ帝国はギリシア語を公用語とした.
c51.ギリシア正教を国教とし、スラブ-布教したo
c52.9世紀頃に古典文明を継承し、ギリシア学問が復活した。
c53.古代ギリシアの文化遺産は、十字軍以後の東西交流によっ
て西欧に伝えられ、ルネッサンスに寄与した。

<イスラム文明>

a4.イスラム文明

は各地に進出し
東西交流の活発
化を促進し、各
地に影響を与え
a>

b15イスラム教によって広大な地域が
統一された。 i

C54.6】0年、ムハンマドがイスラム教を創立した。
c55.ムハンマドの創始したイスラム教l∃]はアラビア半島に勢力
を確立した。
c56.2代目カリフのウマルの時に、シリアやエジプトを獲得し
た。
c57.ウマイヤ朝によってイベリア半島まで勢力を伸ばした。

b!6-イスラム文明とヨ~ロツパが各地mC58.T
C59.-T岩妄謂禁C,=霊票呈禁苦㌫霊に芸O,て圧導域で対立したo され、 13世紀前半にはカステイリアの封建的家臣となった。 (国

土回復運動・レコンキスタ)
c60.オスマン1世を祖とするオスマン帝国が興り、 1453年にビ
ザンツ帝国を滅亡させた。
c61.オスマン帝国がアナトリア半島に連出したため、陸路から
の東方貿易の道がたたれた。
c62.ムスリム商人によって、陸路・海路からの遠隔地貿易が大
規模に行われた。
063.*国起源の製紙法や羅針盤、火薬の知識もムスリム商人の
活躍によって伝えられたo
c64.アッバ-ス朝の時代にイスラム法(シヤーリア)の体系化
が進み、帝国の行政がシャ-リアに則るようになった。
c65.7世紀未、ウマイヤ朝のもとでアラビア語の公用語化がな
されたQ
c66.コーランはアラビア語で記されたo
c67イスラムの教えは生活全般を規定するものであった。
c68.数字と十進法とゼロの概念をインドから受け入れたo
c69イスラム科学はギリシアやインドの学問を受け入れた.,
C70イブン・シーナーの『医学典範』は西欧の医科人`、f=で教料
書として使用されたo
c71.哲学をはじめとする数々の分野が発展したo
c72.ギリシア語の文献がアラビア語に翻訳された。

b17.東ヨーロッパ世界が消滅し、イス
ラム文明が流入した。

blS.ムスリム商人によって東西交流が
促進された。

b19.イスラム科学が成立し、ヨーロッ

パの学問に影響を与えた。

図1紀元前1世剛、ら15世把までの地中海世界における4つの文明に関する知誰の構造5)

解答の具体的な字数制限はなされていないが、解答

欄のスペースから実質的には600字程度になる。文明

の興亡・交流・対立に限定されているとはいえ、約

1500年にわたる地中海地域の歴史に関する知識を論じ

るのに、 600字という字数はあまりにも少ない。 「どの

ような文明が起こり、また異なる文明の間でどのよう

な交流と対立が生じたのか」と問われているのである

から、先述の4つの文明について言及した上で、それ

らの関係まで述べることになる。解答者は、それらの

文明について自らの頭の中に組み立てた知識の構造の

中から何を選択すればよいのか困ることになる。また、

4つの文明各々について構造化したこれらの知識群を

「交流・対立」という視点から再構成した知識群が必

要となる。そこで、膨大な知識の中から選択し構造化

するべき知識を解答者に示すのが、指定語句の役割に

なる。
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提示された指定語句を中核とする知識群を、各々、

構造化すると図2に示したような8つの構造図ができ

る。

a】ギリシア・オ

リエント両文
化の融合した-
レニズム文化で
は、多くの新し

い文化が成立し、
他地域や後世に

影響を与えた。

bl -レニズム文化はギリシア文化と

オリエント文化が融合した独特の文化
&2&t

b2.-レニズム時代には「世界」とい
う視点が開かれた。

b3.-レニズム時代には新しい文化が

芽生え、多くの地域や後世に影響を与
mm

cl.アレクサンダー大王の東方遠征からクレオパトラの自殺まで

を-レニズム時代という。
C2.ギリシア文化は東方の都市を中心にオリエント地方に広がっ

m
c3_ギリシア文化はオリエントの文化と融合した。
C4プトレマイオス朝の首都アレクサンドリアは、当時、世界最

大の商業都市として栄えた。
C5.アレクサンドリアには王室の保護によって大図番館や学問研

究所が作られた。
C6.アレクサンドリアはギリシア学問の中心となったo

c7.ヘレニズム時代は、それまでの狭いポリスから普遍的な世界
-と日が開かれた。

cs.-レニズム時代には、思考と行動の規範を「個人」と「全世
界の人々」にする世界市民主義の傾向が強まったo
c9.ヘレニズム時代には自然科学が特に進歩した。

clO.ヘレニズム時代の学問は、イスラム文明の中に受け継がれ
たo
cllヘレニズムの文化はビザンツ帝国に継承され、保存された。
C12.ローマ文化は-レ.=ズム文化を継承したo

c13.ヘレニズム文化は、西はローマ帝国、東はガンダーラ美術、
中国の南北朝、日本の飛鳥・天平文化に大きな影響を与えた。

a2.聖像禁止令に
よって東西教会
は分裂し、各々
独自の勢力を作
り上げた。

b4イスラム教に対抗するために聖像
禁止令が出された。

b5.ローマ教会はゲルマン伝道のため
に聖像禁止令に反対した。

b6.ローマ教皇はフランク王国の庇護
に頼ることになった。

b7西のローマ・カトリック教会と東

のギリシア正教会に分裂・勢力争いを

展開した。

ヰ
4
一f

E等

c14.ビザンツ帝国は8世紀頃、イスラム教徒の侵入に苦しんで

いた。
C15,コンスタンティノープルの教会では、イスラム教やユダヤ

教の影響を受けて、聖像破壊論が台頭していた。
C16.キリスト教はもともと聖像を厳禁する宗教であるo
c17,726年、ビザンツ皇帝レオン3性は聖像禁止令を出したD
c18.西欧では、当時、ゲルマン人教化の手段として修道士は聖

像を重視していた。
c19.ローマ教皇は聖像禁止に反対した。
C20東西教会の関係は断絶した。
c21.ロンバルト王がラヴェンナを占飯し、教皇を脅かした。

c22.教皇はビザンツ皇帝の政治的庇掛こ頼れなくなったo
c23.ローマ教皇はフランク王国と結びついた。
c24.東西教会の間では、断絶と勢力争いが続いた。
c25.1】世紀半ば頃から、東西教会の溝は深まった。
c26.酉はローマ・カトリック教会、東はギリシア正教会として

の独自の歩みを始めた。

"・ft-Q 'ri超は

西欧世界を確立
し、独自の文化
を創り上げるき
っかけとなった。

b8.7ランク王国はカール大帝の時代
に罷宜喝王.蝣iH-i-:.-

b9.カール戴冠はローマ教皇と西ロー
マ皇帝を頂点とする西欧世界を作り出

した。

blO.カール戴冠によって東西の皇帝梅

が確立し、分極化した。

C27カール大帝は教皇と対立していたロンバルト王国を滅ぼし
た。
c28.カール大帝は異教徒のザクセンを滅ぼしたo
c29,カール大帝はアジア系のアヴァ-ル人を退けたo
c30.カーVI'大帝はイスラム勢力を抑えた。

C31フランク王国は後のイタリア北部、ドイツ、フランスを支
配下に治めた。
C32.カール大帝は中央集権確立に努めた。

c33.カール大帝は教会や修道院を改革し、ローマ教皇と結びつ
・am

c34.800年、教皇レオ3位はカール大帝にローマ皇帝の冠を授
us
c35.ローマ教皇はカール戴冠によって教皇権の優位を確認したo

c36.ローマ教皇はカール戴冠によって、東ローマ皇帝-の従属
から脱した。
c37.ローマ皇帝の権威に結びつくことによってフランク王国は
西欧での立場が正当化された。

C38.東西のローマ皇帝権が並立することになった。
c39.ヨーロッパキリスト教世界は.教皇と西ローマ皇帝、コン
スダンテチイノーブル総主教と東ローマ皇帝の二つに分極化L
m

<ギリシア語>

a4.ギリシア語を
基盤とするギリ
シア文化は様々

tillギリシア文化はローマ文化に強い
影響を与えた。

bll.キリスト教の拡大にギリシア語が
大きな役割を果たした。

{

ij

c40.ローマ時代の文学には、ギリシア文学の影響が強く見られ
m
c41.ローマ時代に普及したローマ字は、ギリシア文字から発達

した。
c42.キリスト教はローマ時代に信者を獲得していった。
C43.新約聖書はギリシア語で書かれた。

c44.キリスト教の布教言語は共通ギリシア語であるコイネ-那
使われた。

rc45.fザンツ帝国では、 9世紀半ば頃古典復興の動きが現れ、
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な文化に影響を
">蝣--;・二

b12.ビザンツ帝国ではギリシア文化を

継承したビザンツ文化が花開いた。

b)3イスラム文化はギリシア文化を継

承した。

ギリシア学問が復活した。

C46ビザンツ文化は-レニズム地域の伝統的なギリシア文化を
masm
c47.trザンツ帝国の公用語は、 6世紀頃からギリシア語が使わ

れていた。
c48.イスラム文化では、ギリシア語で書かれた多くの文献がア

ラビア語に翻訳された。
C49イスラムの学問はギリシア学問を継承した。

<アラビア語>

a5アラビア語は
イスラム文明の
基盤となったO

b14.イスラム社会の共通語はアラビア

語であり、イスラム教の拡大に伴い、
各地-と広まった。

b15イスラム文化では、アラビア語で
多くの研究がなされた。

c50.コーランはアラビア語で書かれた。

C51イスラム文明はアラビア語が共通に使われた。
。52!アラビア語はイスラム教の拡大につれて西アジア、北アフ

リカまで広がったo
cs3.アリストテレス哲学をはじめとするギリシア語で書かれた

多くの文献がアラビア語に翻訳された。
C54.イスラムの学問はアラビア語でなされた。

<ムスリム商人>

a6.ムスリム商人
は貿易を通して
東西交流を促進

した。

b16.ムスリム商人は陸路・海路の貿易
と:ffi oた.

b17.ムスリム商人は地中海の物流を活
発化し、世界各地に連出した。

C55,アッパース朝の時代に、陸路、海路の遠隔地貿易が大規模

に行われた。
cs6.イスラム帝国では、陸路の隊商貿易や海路の商船貿易が行
われた。

c57.中国の絹や陶磁器、東南アジアの香辛料、インドの綿布、
北ヨーロッパの毛皮、ビザンツ帝国の金.銀製品などが交易さ
mm
c58.ムスリム商人の仲介により、北アフリカの岩塩や地中海方

面の物産と西アフリカの金とを取引するサハラ縦断貿易が発展
mm
c59.交易により、ムスリム商人たちは巨大な利益を得た。
c60.ヨーロッパと地中海東岸一帯との貿易である東方貿易をム

スリム商人と南欧港湾都市が独占した。
c61.ムスリム商人は行く先々で居留地を作った。

c62.ムスリム商人によってイスラム教は東南アジアまで広がっ
<m
c63.ムスリム商人の活躍により、かつての軍事都市は商業都市

-と変質した。
C64.ムスリム商人の活躍により、海の道が東西交流の主要なル
ートになった。

<イスラム科学>

a7イスラム科学
は様々な分野で

発達し、ヨーロ
ッパや後世の字
間に大きな永久

を及ぼした。

b18.^Tスラム科学では、アラブ固有の
学問が発達した.

b19イスラム科学では、外来の学問を
受け入れて蒐達したものがあるO

b20イスラム科学はヨーロッパの学問
に大きな影響をもたらした。

。65イスラムの学問には、コーランに基づくアラブ固有の学問
として、法学、神学、文法学、書記学.詩学、韻律学、歴史学

があった。
C66イスラムではシヤーリアと呼ばれる独自の法が襲達した。
C67ーガザーリーはイスラム神秘主義を正統派の神学の中に位置

づけた。
C68イスラムの学問には、ギリシアやインドなど非アラブの学

問として、哲学、論理学、地理学、医学、数学・天文暦学、錬
金術などがあった.
C69.ギリシア語で書かれたアリストテレス哲学ほかの多くの文
献がアラビア語に翻訳された。
c70.医学、天文学、数学をインド人から学んだ。

c71.数字とゼロの概念、十進法などを取り入れたo
c72.イブン・シーナ-は医学、哲学で活躍した。

c73.イブン・シーナ-の『医学典範』は17世紀まで、西欧の医
科大学の教科書に使用された。
。74インド数字を原型としたアラビア数字はヨーロッパにも普

及した。
C75錬金術は近代科学の出猟点となった。

76眉欧のキリスト教徒には、聖地に巡礼する習わしがあり

世には巡礼熱が高まっていたO

b21.卜字軍はイスラム勢力によって占

簡されていたキリスト教の聖地回復の
ために、派遣されたQ

岩

77.10世紀にはローマやエルサレムなどが主な巡礼地であっ
こ.

78.1世紀に東イスラム圏の実権を握ったセルジ12-ク朝は、
ルサレムを始め、シリア、小アジアの要地を占領した。

79.セルジュ-ク朝はビザンツ帝国を脅かすようになった。
80.ビザンツ帝国はローマ教皇に援軍を要請した。
8).十字軍は聖地回復のための援軍として派遣された0

82.+字軍は11世紀からL川蛸己にかけて7回派遣されたQ
83_第1回十字軍は、聖地にエルサレム王国を建てた0
84,エルサレム王国は1291年に滅亡した。
85」ヰ軍は民衆の信仰的情熱、教皇の権威、教会改革によっ
て起こった。

b22.+=f:軍には様々な利権が絡み、宗丁票{字抑ま東西教会の紛塘ねらう教皇の政治的野心があ
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a8.+字軍は聖地
回復という当初
の目的を達成で
きなかったが、
東西世界の経済
的・文化的交流
を促進した。

教性を放棄して当初の目的を離れた。

b23.十字軍は失敗に終わり、中世封建
社会崩壊の端緒となった。

b24.十字軍遠征による東西交流は経済
を発展させ、文化的交流も促進した。

C87!十字軍には国王や諸侯の世俗的野心があった。
c88.十字軍にはイタリアの諸都市の商権が絡んでいたo
c89.ヴェネチアが主導権を握った第4回十字軍は、宗教性を放
棄し、ヴェネチアの商業圏拡大のため、コンスタンテチイノー
ブルを占領した。
c90.十字軍は聖地を回復することができなかった。
c91.十字軍の失敗は教皇の権威に打撃を与えた。
C92.+字軍に出征した多くの騎士は没落した。
c93.十字軍で指導者の任を果たした各国の王権は伸張した。
c94.十字軍の輸送と補給にあたったイタリアの諸都市は繁栄L
m
c95.13世紀に、ヴェネチアは地中海貿易の雄となった。
c96.十字軍の影響で、交通が発展し、ヨーロッパ内部の商業が
発達するとともに遠隔地貿易が盛んl±なった。
c97.十字軍による東西交流で、イスラムの学問・文化が西欧に
流入した。
C98.十字軍以後の東西交流の中で、ビザンツ文化が西欧に伝え
られ、ルネッサンスに寄与したO

図2　　各籍定緬句に関する知経の構造　　　　　　　　　　　　　　e-

解答者は、まず論述対象に関して成立する知識を構

造的に整理する。その中で、指定語句が関わる部分か

ら、論述対象を絞り込む。続いて、指定語句を中心と

して成立する知識の構造を整理する。それにようて作

り出された指定語句に関する命題は、論述対象の論述

視点を浮かび上がらせることになる。

この間題では、ローマ文明、西ヨーロッパ文明、東

ヨーロッパ文明、イスラム文明という4つの文明の興

亡・交流・対立を宗教と関連づけて論ずることが求め

られている。そこで、解答者は、指定語句を中心とし

て構造化した知識群各々を吟味し、指定された語句は

各々この課題に対してどのように利用できるか、すな

わち論述における指定語句の役割を判断することにな

る。

表2　　指定権旬と論述視点との朗連

指定語句 指定詩句に関 して成立する知織群の中で解答に用いることが可能 なもの 関連づけ られる論述視点

ヘ レニズム . 散合 した文化 . ローマ文明への継承 文明間の交流

. 酉 ヨーロッパ文明への継承

. 兼 コ】ロツパ文明への継承 .イス ラム文明への継承

聖像楽止令 . 聖像 を巡 って東西の教会が分裂 し、独 自勢力を形成 文明間の対立

宗教との関連

カール戴冠 . 東西 ローマ帝国の並立 文明間の対立

. 西 ヨー ロッパ世界の確立 と独 自文化の創造

ムス リム商人 . 貿易を通 して東西交流を促進 文明間の交流

- ムス リム商人の活動がイスラム文明をヨー ロッパにもた ら した

十字軍 l 東西世界の経済的 .文化的交流の促進 . 文明間の交流

. イスラム努力か らのキ リス ト教の聖地奪回 文明間の対立

. 教皇権力の失墜 宗教との関連

ギ リシア語 . ギ リシア文化のローマ文明への影響 .東 ヨー ロッパ文明への影響 . イスラム文 文明間の交流

明への影響

. キリス ト教の拡大に大きな役割 宗教との関連

ア ラビア語 . イスラム文明の基盤 としてのイスラム社会共通語 個別ir iX m

イ スラム科学 . アラブ婦有の学問を発達 させイスラム文明を形成 伸別の文明

l 多くの外来学問を受容 して発達す るとともに、ヨー ロッパの学問に大きな影響 文明間の交流

たとえば、指定語句「ヘレニズム」に関して成立す

る知識から、 「融合した文化」 「ローマ文明へ継承」

「西ヨーロッパ文明へ継承」「東ヨーロッパ文明へ継承」

「イスラム文明へ継承」などの知識を選択することに

より、論述すべき4つの文明の原点としてヘレニズム

を位置づけ、-4文明の関係を述べることになるO　指定

語句「ムスリム商人」に関して成立する知識からは、

「貿易を適して東西交流を促進」 「ムスリム商人の活動

がイスラム文明をヨーロッパにもたらした」などの知

識を選択することにより、文明間の交流を述べること

になるO指定語句「カール戴冠」は「東西ローマ帝国

の並立」 「西ヨーロッパ世界の確立と独自文化の創造」

などの知識を選択することにより、文明間の対立を述

べることになる。
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ひとつの指定語句が様々な論述視点と関連づけられる

こともある。たとえば、指定語句「十字軍」は、十字軍

の人的移動によってイスラムの学問・文化が西欧に流入

したことや、ビザンツ文化が西欧に伝えられてルネッサ

ンスに寄与したことなど、 「東西世界の経済的・文化的

交流の促進」という知識を選択すれば、文明間の交流を

述べることになる。イスラム勢力であるセルジューク朝

によって占領されたエルサレム奪還のための派兵である

という「イスラム勢力からのキリスト教の聖地奪回」と

いう知識を選択すれば、ヨーロッパ文明とイスラム文明

の対立を述べることになる。さらに、聖地を回復できず、

出征した多くの騎士が没落したことなど、 「教皇権力の

失墜」という知識によって、宗教と関連づけての論述が

可能になる。

このように、本間題では、問題文ならびにリード文で

与えられた論述視点、すなわち文明の興亡・交流・対立

を宗教の視点を含めて論ずるということが、 8つの指定

語句によってより限定され、出題の意図がより明確に示

されることになっている。しかし、ひとつの語句で禎数

の論述視点に用いることが可能となるものが含まれ、制

約された字数の中でそのどちらに重点を置くかの判断の

根拠が示されていないために、異なった論述が可能とな

る余地が残されている。しかも、そのような語句を多く

提示すればするほど、解答者が判断する出題の意図は拡

散し、多様な解答が可能となる。本間題に対して、ある

大手予備校が示した解答も次のように多様である。 7'

<解答例1>
ヘレニズム文化はローマ人に受容され、ローマ人の法律・建築・ラテン語は帝国全域に普及した0 1世紀東地中海に

ヘレニズムの異教を禁卜教はギリシア語の聖書をもち東から西に拡大し、 4世紀ローマ帝Blはこれを国教としておこったキリス
止したO古代地中海都市吏噺まゲルマンの侵入した西欧では次第に衰退した。 7世紀アラビア半島に創始されたイスラム教は、
アラブ人の大征服によって、地中海東岸.南岸、 8世紀にはイベリア半島に拡大したO　コーランのことばのアラビア語とイスラ
ム法を中心としヘレニズム等の成果を吸収した普遍性をもつ融合文明であるイスラム文明は、かつてのキリスト教世界南半に広
がり、ムスリム商人の商船貿易は地中海に展開されたO東ローマは古代文明を継承、ギリシア語を公用語とし正教をスラヴに伝
えた。西欧は8世紀東の聖像禁止令を拒否し,イスラムの侵冠を防ぎ800年のカール戴冠により東ローマから1つの文明圏として
独立した。東西両教会は11世紀分離した11-13世紀都市文明の復活した西欧は土主翼遠征により東に打撃を与えイスラム圏に
敵対したが、西欧都市はムスリム商人と積極的に交易し、学者はイスラム科学等先進文明を吸収し、東ローマの影響もあって14
世紀イタリアに近代文明の先願のルネサンス文化が誕生したO十字軍の失敗後14世紀オスマン・トルコはバルカン半島に進HJ.、
ギリシア正教圏の南半はイスラム文明の支配と影響を受けたo

<解答例2>
ローマ人はへ レニズム 文化を受けいれ、これを西方に伝えた。一方ローマ法は万民法となって東にも普及し、ラテン語は西欧全
域に広がった。彼らは4世紀キリスト教を公認し、国教化した 7世紀アラビア半島にイスラム教がおこった。ムスリムの大征
服はシリア、エジプトからスペインに及び、アラビア語が公用語とされ、アッパース朝時代コ-ランとスンナを基とするシャリ
-アも確立したO金貨・銀貨も発行され、ムスリム商人は地中海での物の交流に寄与したoムスリムはギリシア語文献も翻訳し

ツの聖像禁止令に反
ックと正教に分裂し

た。ビザンツ帝国はギリシア語を公用語とし正教を北方のスラヴ人に伝えた。西欧はムスリム等の包囲を受けていたが、 11世紀
以降農業の発展、商業の復活を背景に、セルジュークのビザンツ圧迫を契機に、 13世紀まで土室量遠征を行った。イタリア商人
は他方ムスリムと交易し、イスラム科学も輸入され12世紀ルネサンスもおこった。十字軍失敗後オスマン朝はバルカン半島のキ
リスト教徒を制圧し、ミッレトによる自治を許しながらトルコ語によるイスラム文化を広めた。イスラム文明とビザンツ学者の

外来の学が発達したo西ローマ帝国は5世紀滅亡したが、ローマ教会はゲルマン布教に成功、 8世紀ビザン
対しフランクと結び、 800年のカール戴冠をもって西欧はビザンツから独立したOキリスト教世界はカトリ

影響のもとに西欧は14世紀以降ルネサンス文化をつくり出した

<解答例3>
ロ-マ帝国によるプトレマイオス朝の征服はヘレニズム時代の終えんをもたらし地中海を「ローマの湖」として完全な支配下に
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世紀後半に西ローマ帝国が滅亡するとその伝統はビザンツ帝国に
るとこれに直接対噂するビザンツ帝国はイスラム勢力への対抗上

おくこととなったO　ローマ帝国は4世紀後半東西に分裂し、 5
世紀になりイスラム勢力が台頭してく
たO　これは聖像を用いてゲルマン布彰

受け継がれていった。 7
から聖像禁止令を発布し ン布教に効をあげていたローマ法王の打撃となり、ゲルマン有力国家で
あったフランク王国とローマ法王の結び付きを強めることとなったO　このことは、ローマ法王がカ-ル戴冠を行うことによって
より明確となり、ここに西ヨーロッパ世界が形成された。こうして9世紀には西ヨーロッパ、ビザンツ帝国、イスラム世界の三
者が並びたつこととなった。この時期イスラム世界は商業による都市文明が発展し、ムスリム商人は世界各地に進糾した。セル
ジュクトルコの進出を契機にビザンツ帝国がローマ法王に救接を依頼すると、西ヨーロッパ諸侯は土室蔓をおこしたが、このこ
とは経済的・文化的先進地域であるイスラム文明がヨーロッパにもたらされる契機となったi-9世紀にギリシア語文献がヱ
ラビア語に翻訳されていたが、 12世紀になるとそれらの文献がトレドを中心に大量に翻訳され高度なイスラム科学がヨーロッパ
世界にもたらされヨ-ロッパ近代文明成立に寄与したO
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